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１．はじめに 

 ＪＲ東日本では、木まくらぎが敷設されている地

方線区において、下級線ＰＣまくらぎへの交換を進

めている。その中で、降雪の多い箇所等で安全レー

ルが軌間外方に設置してある区間（写真－１）では

安全レールを下級線ＰＣまくらぎに取り付けること

ができないため、安全レールを取り付け可能な金具

の開発を進めている。 

一昨年度に基本的な形状を決定し（写真－２）、

耐久性能試験を実施して問題のないことを確認した。

今回はＭＴＴの施工性確認試験を実施するとともに、

設置間隔の検討・異種レールへの設置検討・端部

（わん曲部）の設置検討を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真－１ 安全レール敷設箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真－２ 安全レール取付金具 

 

２．ＭＴＴの施工性確認 

 （１）安全レール取付金具の改良 

 ＭＴＴ試験に先立ち、現行のままではボルトが剥

き出しとなっておりＭＴＴのツールに支障するおそ

れがあるためボルトを包み込むよう形状を変更する

とともに、部品数を削減するためボルトの数を片側

２本から１本へと変更した（写真－３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真－３ 安全レール取付金具の形状変更 

 

（２）ＭＴＴの施工 

 安全レール取付金具を設置してＭＴＴによりつき

固めを行ったが、金具にツールが支障するといった

ような問題はなかった（写真－４）。また、施工後

に道床を取り除いてまくらぎ下を確認したところ、

砕石は十分に挿入されており、金具を取り付けても

特に問題がないことがわかった（写真－５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真－４ ＭＴＴの施工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真－５ ＭＴＴ施工後の状況 
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３．設置間隔の検討 

 木まくらぎの際は、安全レールをすべてのまくら

ぎに犬くぎで留めていたが、下級線ＰＣまくらぎの

場合はすべてのまくらぎに固定すると不経済となる

ため一定の間隔で金具を設置することを検討した。

検討の結果、Ｒ≧200の曲線において本線レールと安

全レールの間隔を220mm以上に保てる間隔とし、まく

らぎ４本に１つの安全レール取付金具を設置するこ

ととした（図－１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 設置間隔の検討 

 

 

４．異種レールへの設置検討 

（１）40Ｎレールへの設置検討 

今までは安全レールを50Ｎレールとして検討をし

てきたが、実際に現地に敷設されているレールは40

Ｎレール、50ＰＳレール等が考えられる。しかし、

レール種別ごとに安全レール取付金具を作成すると

何かと不都合なことがあるため、現行の50Ｎレール

用のもので40Ｎレールに対応できないか検討した。 

 

（２）40Ｎレール・50Ｎレール共通金具への改良 

検討の結果、40Ｎレールに対しては、レールの幅

の違いは押さえ座金の一部を改良して設置時に左右

の向きを変えることによって、また高さの違いは3mm

の調整版をレール下に挿入することによって、50Ｎ

レール用のもので対応できるようにした（図－２）。 

これにより１つの金具で50Ｎレールおよび40Ｎ

レールの２種類のレールに対応できるようになった。

50ＰＳ等これら以外のレールが敷設されている場合

は、レールを交換して敷設をしていく予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 40Ｎレールの設置 

 

 

 

５．端部への設置検討 

（１）端部への設置検討 

 安全レール設置区間の端部は、脱線した車輪を誘

導できるようわん曲部が設けられている。現行のも

のではこの区間に安全レールを設置できないためこ

の区間へ設置可能な方法の検討を行った。 

 

（２）端部用安全レール取付金具の開発 

検討の結果、極力現行のものと部材の共通性を持

たせつつ、2ｍ以上で本線レールに対して300㎜以上

の離れとなるようにし、わん曲した安全レールを取

り付けられる構造とした（写真－６）。 

端部の安全レールの取り付けにあたっては、安全

レールを端部用に2ｍに分離し、継目板を使用して

つなぐ構造とした。実際に安全レールを設置した結

果、金具の寸法の微調整が必要であることが判明し

たが、その他特に問題となるようなことはなかった

（写真－７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真－６ 端部用安全レール取付金具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真－７ 端部安全レール設置状況 

 

６．おわりに 

 長期にわたる検討結果の末、ようやく実用化で

きる段階となった。今後は、現地の下級線ＰＣまく

らぎの敷設状況の違い（①すべて木まくらぎが敷設

されている、②まばらに下級線ＰＣまくらぎが敷設

されている、③すべて下級線ＰＣまくらぎが敷設さ

れている）による安全レール取付金具の標準的な設

置方法を提案し、現地への敷設を進めていく予定で

ある。 
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